
１.基本情報

※令和5年5月1日時点

２.事業概要

３.本事業で新たに設置等を行う組織

工学関係 - - - - -

新設予定

新設予定

1,000名

0 名

大学名 事業創造大学院大学 設置区分 私立

学校種 大学院大学 都道府県 新潟

大学全体の総収容定員

収容定員

入学定員の増加数

他学部等の入学定員の減少数

設置等組織名

設置等組織の学位分野

当該学部等の所在地

入学定員

160 名

令和6年2月申請時点

本学において、2025年4月の開設を目指す大学通信教育課程の情報デザイン学部は、工学分野の情報学を中心的な学問

分野に置き、情報の基礎知識と技術を活用することで、情報社会において新たな価値を創造できる人材を養成します。この通信

教育課程における授業は非同期でのオンデマンド教材を使用し、学ぶロケーションや時間の制約がない環境での学修を可能とした

計画となっている。

カリキュラムは経済産業省の定義した「デジタルスキル標準」で求められる素養が中心となるが、なかでもAIやデータサイエンスに焦

点を焦点を当て、最新の技術や手法を修得することにより、情報デザインの分野でリーダーシップを発揮できる人材を養成する。ま

た、教育デザイン研究所を設置し、オンライン教材の開発、教授法の研究、テーチングアシスタントの育成等の研究成果を大学教

育にて実践することにより、永続的な先進的な教育手法を追求、教育の質の向上を目指す計画である。

令和６年度大学・高専機能強化支援事業

（支援１：学部再編等による特定成長分野への転換等に係る支援）

事業概要

令和７年度

認可申請

学部の新設

情報デザイン学部

新潟県新潟市

学部学科

組織構成

事業創造研究科（事業創造専攻）

改組予定年度

認可申請・届出の別

改組内容

事業計画名 事業創造大学院大学情報デザイン学部設置計画



基本情報

改組予定年度 令和7年度 設置等組織名 情報デザイン学部情報デザイン学科（通信教育課程） 入学定員増数（合計数） １，０００名

所在地 新潟県新潟市 改組内容 学部の新設 入学定員減数（合計数）

＜社会や地域のニーズ・課題＞

・近年の日本における高度デジタル・IT人材の不足は顕著であり、その人材確保は急務

・特に地方における高度デジタル・IT人材不足は今後、更なる拡がりが顕著（理学・工学分野の情報系学部・
学科に限定して定員増を可能にする命令の一部改正の施行による影響も大）

・高度デジタル・IT人材に関する需給に関しては、経済産業省による報告書によると IT人材（IT企業及び
ユーザー企業情報システム部門に所属する人材）の不足数は、2030年には最大79万人と予測

＜設置学部等の概要・コンセプト・特徴など＞

・学問分野を「工学分野の情報学」として、情報学分野に関する教育研究の実践

・教育研究上の目的は「情報の基本的な知識と情報技術を活用して、ビジネスや経営における課題解決と
価値創造ができる能力を育てる」こと

・経済産業省により提言された「生成AI時代のDX推進に必要な人材・スキルの考え方」に準拠したカリ
キュラム

・従来型のIT人材ではなく、AIやビックデータを使いこなし、第４次産業革命に対応した新しいビジネスを
担える人材を輩出

・オンライン教育の実践、教育工学研究所（仮称）での研究を通じ、新しい学び方を創造

＜教育内容・育成する人材像＞

【教育目的】 情報学分野に関する基礎的・基本的な知識と課題を探求し解決する能力を習得させ、情報の
基本的な知識と情報技術を活用して、情報社会、またはビジネスや経営における課題解決と新しい価値創
造ができる能力を育てること

【育成する人材像】 情報の基本的な知識と情報技術を活用して、情報社会、またはビジネスや経営におけ
る課題解決と新しい価値創造ができる能力を身につけた情報技術者

・データサイエンスや生成AI等の情報技術を活用することによる問題発見・分析を行い、創造的思考による
課題解決のためのデザイン（設計・実装・実行・評価）ができ、コミュニケーション力と多角的な視点をもって
組織においてリーダーシップを発揮できる人材

・データサイエンスや生成AI等の情報技術の知識とスキルを企業の経営、マーケティングに応用する知識を
兼ね備え、創造的思考による課題解決のためのデザイン（設計・実装・実行・評価）ができ、情報を活用する
企業の戦略立案・企画において、コミュニケーション力と多角的な視点をもってリーダーシップを発揮でき
る人材

事業計画名 事業創造大学院大学情報デザイン学部設置計画

令和6年度 ○○大学
支援１ 学部再編等による特定成長分野への転換等の構想について

令和６年度 事業創造大学院大学

＜連携を通じた教育体制の整備＞

・株式会社人工知能研究所より技術者数名を講師として招き、AI活用に関する授業科目の開設の意見交
換会を実施予定

・株式会社オレンジテクラボと連携し、業務の効率化に向けた情報システムの活用方法や、情報技術を且つ
した課題解決や新たな価値創造に関するPBL型の授業科目を複数開講

・株式会社ドコモビジネスソリューションズと連携し、情報技術に関する共同研究を通じて先進的な学びを
カリキュラムへ還元

＜多様な入学者の確保＞

【社会人の確保（リカレント教育）】 非同期型のオンデマンド教材による場所や時間を考慮しない学びの実
践（社会人にとって利便性が高く学びやすい環境を創出）

【外国人学生の確保】 完成年度を目途ににオンデマンド教材の英語版の教材を開発する計画

【通信制高校生の確保】新潟市広域通信制高校との連携（合同サークル、特別講義、ワークショップ実施等）

【カリキュラム構成】
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